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Azthreonam(SQ26,776)の 呼吸器感 染症におけ る臨床的検討
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新しいモノバ クタム系抗生物質Azthreonamを 呼吸器感染症21例 に1回1～29,1日2回 点滴

静注し,そ の臨床効果および副作用につき検討した。疾患の内訳は気道 ・中間領域感染症を含む下

気道感染症16例,肺 炎3例,肺 化膿症2例 であった。

臨床効果は,著 効1例,有 効12例,や や有効3例,無 効5例 で有効率は62%で あ った。

起炎菌別では,Pseudomonas aeruginosa 8例 では有効率50%,Humoppilus influenzae 3例

では有効率100%,ブ ドウ糖非発酵 グラム陰性桿菌3例 では有効率33%で あった。

副作用は1例 に発熱がみられたが,投 与中止後解熱した。臨床検査値異常としてGOTの 上昇を

3例(14.2%)に,GPTの 上昇を2例(9.5%)に,A1-Pの 上昇を1例(48%)に,白 血球減少,

好酸球増多を1例 に認めたがいずれも軽度で継続投与が可能であり,投 与終了後改善した。

以上よりAzthreonalnはP.uru、ginosaを 含めたグラム陰性桿菌呼吸器感染症に有用な抗生物

質であると考えられる。

呼吸器感染症21例 にAzthreonam(SQ26,776)を 投

与し,そ の臨床効果および副作用について検討した。

1.対 象 患 者

対象患者は,昭 和57年10月 か ら昭和58年7月 まで

の10か 月間に当科に入院した40～83歳(平 均年齢64,3

±11.8歳)の 呼吸器感染症患者21名 で,男15名,女

6名 である。3例 を除いて呼吸器系に基礎疾患があ り,

その内訳はびまん性汎細気管支炎9例,肺 気腫症4例,

気管支拡張症3例,気 管支喘息1例,肺 癌1例 である。

感染部位別では気道 ・中間領域感染症を含む下気道感染

症16例,肺 炎3例,肺 化膿症2例 である(Table1)。

患者の平均体重は44・5±10.2kgで あ った。検出菌は

Raem8inos88例,ブ ドウ糖非発酵グラム陰性桿菌3

例,H.influenzae 3例,Ｋ.Pneumoniae 1例,Bacte-

roide Ssp.1例,グ ラム陽性球菌1例,不 明4例 である。

II.研 究 方 法

Azthreonam 1～29を1日2回 生理食塩水100mlに

溶解し約60分 で点滴静注した。 投与量の内訳は191

日2回 投与例18例,291日2回 投与例3例 であった。

投与日数は4～25日 で平均11.2±4.5日,総 投与量は

8～569,平 均242±1129で あった。

治療効果判定基準は,気 道感染症で は1日 疾量 の減

少,疾 中起炎菌の消失ないし減少,血沈,CRP,白 血球数

の改善などを,肺 実質感染症では胸部X線 陰影の消失な

いし縮小,発 熱 血沈CRP,白 血球数の改善などを指

標とした。

副作用に関しては発熱,発 疹,消 化器症状などの臨床

症状,検 査所見としては血液生化学,末 槍血液 尿所見

などをAzthreonamの 投与前後で調べた。

III.臨 床 成 績

1.気 道感染症

Table1に 示すように,気 道感染症16例 中著効なし,

有効10例,や や有効3例,無 効3例 で,有 効率62.5%

であった。

検出菌別にみるとP.aeruginosaに よる気道感染8例

中有効4例,や や有効2例,無 効2例 であり,P.aeru-

8tnosa感 染症では50%の 有効率を示した。ブドウ糖

非発酵グラム陰性桿菌による気道感染3例 中,有 効,や

や有効,無 効それぞれ1例 ずつであった。H.influenzae

に よる気道感染では2例 中2例 とも有効であった。

細菌学的効果ではTable 1に 示す ようにP.aerugi-

nosa 8例 中,菌 消失1例,減 少1例,不 変6例 であっ

た。ブドウ糖非発酵 グラム陰性桿菌3例 中減少1例,不

変2例 であった。H.influenzuは2例 中2例 とも消失

した。

2.肺 感染症

肺炎3例 中著効 有効,無 効がそれぞれ1例 ずつであ

り,肺 化膿症2例 中有効が1例,無 効が1例 であった。

肺感染症では有効率60%で あった。

以上21例 の呼吸器感染症におけるAzthreonamの 治
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療成績は,著 効1例 ・有効12例 やや有効3例 無効

5例 で有効率62%で あった。

3.副 作用

症例18で 投与後4日 目に解熱し,有 効と判定したが,

10日 目から37.3℃ の発熱が出現し,投 与中止で改善し

たため,本 剤による副作用 と考えられた。

臨床検査成績ではGOTの 軽度上昇が3例(症 例1,

7,16)14.2%に,GPT軽 度上昇が2例(症 例1,16)

9.5%に,AI-Pの 軽度上昇が1例(症 例16)4.8%に,

白血球減少と好酸球増多を1例(症 例7)48%に 認め

た。いずれも継続投与が可能であり,治 療終了後に改善

した(Table 2)。

IV.症 例 呈 示

緑膿菌による下気道感染症例を呈示する。

Y.T.,58歳 男性,緑 膿菌感染びまん性汎細気管支

炎(Fig.1).

副鼻腔炎の既往があ り,12年 前から淡量が増加し,58

年6月 には痰量の増加,息 切れが増強し入院した。胸部

X線 上両側びまん性に小粒状陰影がみられ,1日 痰量は

180m1で 痰 中か らP. aeruginosa(+++)が 検出された。

白血球数13,700/mm3,血 沈24mm/hr,CRP2+で あ

り,6月23日 よ りAzthreonam1回1g 1日2回 点滴

静注を開始した。痰量 は1週 間後には1日40mlま で減

少し,息 切れも改善した。P.aeruginosaも(+)ま で

減少し,血 沈,CRPも 改善した。胸部X線 上陰影の減

少が認められた。

V.考 察

Azthreonamは 緑膿菌を含むグラム陰性桿菌に抗菌力

をもつ新しいmonobactam系 の 抗生物質であ り,β-

lactamaseに 対 して抵抗性をもつことが知られている1)。

今回,呼 吸器感染症21例 にAzthreonamを1回1～

29を1日2回 点滴静注で4～25日 間投与し,著 効1例,

有 効12例,や や有効3例,無 効5例 の成績を得た。有

効以上でみた有効率は62%で あった。

細菌別に細菌学的効果と臨床効果をみ るとH.influ-

enzaeで は3例 ともに菌の消失をみており,臨 床的にい

ずれも有効と判定され,in vitroの 成績1)を反映した優

れた抗菌力を示 した。

P. aeruginosa 8例 についてみると,菌 の消失1減 少

が各1例 ずつで,不 変が6例 であるが,必 ずしも菌消失

をみない例でも痰量減少,血 沈,CRPの 改善を認め臨

床効果では有効が4例,や や 有 効 が2例,無 効が2例

で,有 効率50%で あ り,緑 膿菌に対してもかなりの臨

床的効果が得られた2)。

本剤がグラム陽性菌に対して 抗菌力を殆どもたない

ことか ら1),本 剤投与中のグラム陰性菌からグラム陽性
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菌への菌交代が出現する可能性が考えられるが'今 回検

討した21例 中にはみられなかった。

副作用については発熱が1例 にみられたが投与中止後

速やかに解熱した。

臨床検査値異常についてGOTの 上 昇が3例14.2%

に,GPTの 上昇が2例9.4%に,AI-Pの 上昇が1例

4,8%に,白 血球減少,好 酸球増多が1例 にみ られたが

いずれも軽度で治療継続が可能であ り'治 療終了後改善

した。

結論としてAzthreonamは 緑膿菌を含めた グラム陰

性桿菌呼吸器感染症に対して有用な薬剤である。
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CLINICAL STUDIES OF AZTHREONAM AGAINST

RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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Clinical efficacy and adverse effects of Azthreonam, a new monobactam antimicrobial agent, were
studied in 21 patients with respiratory tract infections receiving 2 to 4 g b. i. d. by drip infusion.
Among them, 16 cases were respiratory tract infections, 3 cases were pneumonias and 2 cases were
lung abscesses.

The clinical effects were excellent in one, good in 12 cases, fair in 3 cases and poor in 5 cases.
The efficacy rate was 62%.

As for adverse reactions, fever was observed in one case, which was improved promptly on
withdrawal of Azthreonam. In 3 cases, slight abnormality in liver function tests, in one, slight
leukopenia and eosinophilia were seen.

In conclusion, Azthreonam is an effective and safe antibiotic in the treatment of respiratory tract
infections caused by Gram-negative bacteria including P. aeruginosa.


